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携帯・スマホから
アクセス！

平成31年度予算可決
活力ある町づくりへ「町の考えを問う」一般質問７人
「新教育長就任」「議会報告会」
職人の町の「名匠」
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◆第１回定例会
　（3月5日～15日）

◇第 1回臨時会
　（1月21日）

◇第 2回臨時会
　（3月20日）

発行　山形県大石田町議会

笑顔でスタート！（大石田南小学校入学式）
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昭
和
20
年
、
終
戦
時
に
尋

常
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し

駅
前
の
桐
井
要
次
郎
さ
ん
に

食
糧
難
の
た
め
米
２
俵
持
参

で
無
理
や
り
弟
子
入
り
。
５

年
間
の
修
行
と
１
年
間
の
奉

公
を
経
て
一
人
前
に
。
25
歳

の
時
に
婿
養
子
に
入
り
建
築

業
を
始
め
た
。
親
子
三
代
を

目
指
し
て
今
は
息
子
が
継
い

で
い
る
。

初
仕
事

 

南
陽
市
宮
内
に
寝
泊
り
し

木
材
を
刻
み
東
京
へ
送
り
出

し
隅
田
川
近
く
の
東
駒
形
で

革
ジ
ャ
ン
製
造
し
て
い
る
人

の
家
を
建
て
た
。
見
渡
す
限

り
焼
け
野
原
で
遠
く
ま
で
見

え
た
の
を
思
い
出
す
。

北
海
道
の
思
い
出

 

弟
子
入
り
し
て
３
〜
４
年
後

師
匠
達
と
北
海
道
庁
の
仕
事

を
し
た
。
合
掌
造
り
の
建
物

を
任
さ
れ
た
が
札
幌
の
冬
は

と
て
も
厳
し
く
指
が
凍
傷
に

な
り
入
院
し
た
。
真
駒
内
で

は
進
駐
軍
の
宿
舎
を
建
設
。

日
高
の
開
拓
村
で
は
ア
イ
ヌ

の
人
達
に
酒
を
飲
ま
せ
て
仕

事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

と
、
今
思
え
ば
苦
労
は
多

か
っ
た
が
非
常
に
懐
か
し
い
。

今
の
職
人
に
つ
い
て

 

今
は
、
弟
子
入
り
す
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
訓
練
校
等

で
習
う
こ
と
が
多
い
。
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
は
材
料
を
組

み
立
て
る
だ
け
に
な
り
、
き

ち
ん
と
大
工
の
仕
事
を
覚
え

な
く
て
も
出
来
て
し
ま
う
。

心
配
な
事
だ
。

町
へ
ひ
と
こ
と

 

新
庄
ま
つ
り
、
青
森
の
ね

ぶ
た
、
秋
田
県
の
紙
風
船
上

げ
な
ど
各
地
で
は
世
界
遺
産

と
な
る
よ
う
な
ま
つ
り
が
あ

る
。
大
石
田
は
少
し
盛
り
上

が
り
が
足
り
な
い
よ
う
だ
。

活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て

も
ら
い
た
い
。

手
が
け
た
自
慢
の
建
物

　
平
成
５
年
に
尾
花
沢
市
行

沢
地
区
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
平

成
26
年
に
川
前
地
区
の
八
坂

神
社
、
井
苅
良
治
さ
ん
宅
な

ど
。

　
永
楽
の
古
き
寺
領
を
戴
き
て

　
永
和
三
年(

一
三
七
七
年)

開
創
さ

れ
た
黒
龍
山
向
川
寺(

黒
滝
地
区)

に

つ
い
て
元
禄
二
年(

一
六
八
九
年)

に

大
石
田
を
訪
れ
た
松
尾
芭
蕉
が
詠
ん

だ
句
だ
。

　
　
さ
み
だ
れ
を 

あ
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
す
ゞ
し 

も
が
み
川

　
全
国
的
に
は
「
あ
つ
め
て
は
や

し
」
だ
が
、
大
石
田
で
は
「
す
ゞ

し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
町
の
誇
れ
る

歴
史
と
文
化
で
あ
る
。
町
民
と
し
て

は
「
す
ゞ
し
」
を
広
げ
る
べ
き
と
思

う
。
か
つ
て
三
百
を
超
え
る
舟
が
往

来
し
栄
え
た
町
も
、
今
で
は
人
口
減

少
が
進
み
、
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
残
す
も
の
と
改

革
す
る
も
の
、
多
様
な
も
の
が
あ
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
町
の
活
性

化
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
だ
。
前
途

は
多
難
だ
が
我
々
議
会
も
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記

　
遠
藤
）

編
集
後
記

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委 

員 

長

副
委
員
長

委    

員

委    

員

委    

員

村
形

　
昌
一

岡
﨑

　
英
和

小
玉

　

 

勇

遠
藤 

宏
司

芳
賀

　

 

清

　
大
石
田
町
立
大
石

田
南
小
学
校
の
入
学

式
で
す
。
晴
れ
や
か

な
日
差
し
の
中
、
１３

人
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
上
級
生
の

あ
た
た
か
い
拍
手
の

中
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
入
場
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか傍聴傍聴傍聴
◆次回の定例会は

お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）
6月3日（金）～6月7日（金）の予定です。6月3日（月）～6月7日（金）の予定です。

大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118お問い合わせ先

第４回目（ 大 工 ）

豊田地区 齋　藤　吉　雄さん

・昭和６年９月16日生まれ（87歳）
・家族構成　５人家族
　齋 藤 建 築　
　大石田町大字豊田614番地
　TEL  0237－35－3607
　平成12年度大石田町卓越技能者顕彰

自慢の作品「八坂神社」（川前）

さい　　　　　　　とう　　　　　　 きち　　　　　　　お

議
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
み
て
、
朴
訥
な
が
ら

も
厳
し
い
職
人
気
質
が

表
情
に
現
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
経

験
が
、
そ
の
し
わ
に
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
（
記

　
小
玉
）

ぼ
く 

と
つ

か
た    

ぎ

え
い
ら
く

じ

　

り
ょ
う

い
た
だ

新戦力！新年度に期待



　
こ
の
度
、
県
内
初
と
な
る
放
水
塔
付

消
防
ポ
ン
プ
車
が
尾
花
沢
市
消
防
本
部

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
ポ
ン
プ
車
は
地
上
１３
．
７
ｍ
の

バ
ケ
ッ
ト
付
放
水
塔
を
装
備
し
て
お

り
、
高
所
で
の
救
助
作
業
を
容
易
に
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
大
石
田
分
署
の
建
築
も

あ
り
、
町
の
防
災
機
能
は
大
幅
向
上
と

な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

     

【
記

　
消
防
委
員
長
】

・
移
住
を
考
え
た
時
に
一
番
魅
力
的
な
仕

事
と
思
い
、
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

・
一
番
雰
囲
気
が
よ
く
、
「
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
の
一
言
が
決
め
手
で
し
た
。

・
空
が
広
く
自
然
豊
か
。
雪
が
す
ご
い
け

ど
、
人
の
心
が
温
か
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
野
達
也
さ
ん

　
人
見
知
り
し
ま
せ
ん
。
話
す
こ
と
が
得

意
で
す
。
町
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方

と
関
わ
り
大
石
田
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

大
野
あ
か
ね
さ
ん

　
も
う
す
ぐ
二
人
目
が
生
ま
れ
ま
す
。
子

育
て
し
な
が
ら
大
石
田
町
の
皆
様
と
、

更
に
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　
言
葉
・
職
場
・
生
活

の
慣
れ
は
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
お
子
さ
ん
を
通
じ
て

の
つ
な
が
り
は
、
強
み

に
な
る
の
で
、
い
ろ
ん

な
交
流
の
輪
を
広
げ
て

ほ
し
い
。

　
３
年
と
い
う
期
限
付

き
の
業
務
は
充
実
す
る

ほ
ど
短
く
感
じ
ま
す
。

最
終
年
度
な
の
で
、
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
頑

張
り
ま
す
！

防災機能さらに充実へ！

新年度に期待す る新年度新年度新年度新年度新年度にににに期待期待期待期待期待すす る新年度に期待す る新年度に期待す る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

厳しい寒さの後に春の訪れ
　　　見事に咲き誇る梅の花のような
厳しい寒さの後に春の訪れ
　　　見事に咲き誇る梅の花のような
厳しい寒さの後に春の訪れ
　　　見事に咲き誇る梅の花のような

「令和」にむけて「令和」にむけて「令和」にむけて がんばります!!
大
野
達
也
さ
ん

がんばりまがんばりまがんばりますす!!!!がんばります!!がんばります!!
ど
う
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
？

ど
う
し
て
大
石
田
町
に
？

大
石
田
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

意
気
込
み
は
？

新しい二人を迎えて新しい二人を迎えて新しい二人を迎えて新しい二人を迎えて

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

新
戦
力

長女の映茉（えま）ちゃんと一緒に！ 先輩！よろしくお願いします！

大石田町のＰＲは任せた！

ア
ド
バ
イ
ス

今
年
度
の
抱
負

香坂さん・遠藤さんから香坂さん・遠藤さんから香坂さん・遠藤さんから香坂さん・遠藤さんから香坂さん・遠藤さんから香坂さん・遠藤さんから

　
　 

　（
山
形
市
出
身
）

平
成
元
年
９
月
２１
日
生

経
歴
／
美
容
師

　
　
　ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

　
　
　
　ア
ー
テ
ィ
ス
ト

大
野
あ
か
ね 

さ
ん

　
　（
神
奈
川
県
出
身
）

昭
和
６１
年
７
月
３１
日
生

経
歴
／
金
属
加
工
営
業

　
　
　お
笑
い
芸
人

大
野

　達也 

さ
ん

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

県
内
初！
新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
配
備

県
内
県
内
！

県
内
県
内
初初

県
内
初！

県
内
初！

新戦力！！新戦新戦新戦力力！新戦力！新戦力！
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31年度
予算 総額総額総額総額
 ３月定例会は、３月5日から３月１5日まで11日間の
会期で開かれ、7議員による一般質問、補正予算や新年
度予算などについて審議を行いました。
 新年度予算は予算特別委員会を設置し詳細にわたり審
査を実施。その結果、全議案について可決しました。

○ふるさと応援基金へ
○地域おこし協力隊に
○報酬削減効果として
  （中学生までのインフルエンザ予防接種費用など）

○知的障がい者自立支援給付として
○プレミアム付商品券発行へ

……………1億5991万円
…………………1288万円
……………………356万円

…9139万円
……………373万円

○子育て支援医療給付として
○環境保全型農業直接支払交付金として
○道道路ストック総点検に
○大石田分署改築へ
○部活動指導員設置として
　（部活動指導員の配置に関する費用）

……………2669万円
…1531万円

………………6035万円
……………………3億6773万円

……………………34万円

6666

主要事業
平成31年度各会計当初予算

全会計予算を可決

会計区分

予算額

一般会計 特別会計

20億
   6,120万円

49億
     500万円
1億
   2,500万円前年度比

国民健康
保　険

次年子簡易
水　道

学校給食
事　業

農業集落
排水事業 介護保険 後期高齢者

医　療
8億
  4,550万円 700万円 9,090 万円

9億
 2,070万円

1億
    710万円 9,000万円

160万円 990万円 840万円 △360万円△2,931万円△1,004万円 297万円

一般会計予算 約約約約49
可決

約約約約約約約約約約49494949494949億円
可決
494949494949494949494949494949494949494949494949億円億円億円億円億円

一般会　計内訳一般会 計内訳一般会　計内訳一般会　計内訳

約総額総額総額総額総額総額総額総額総額総額約約約約約約69
 ３月定例会は、３月5日から３月１5日まで11日間の

約約約約約約約約約約6969696969億69696969696969696969億億億億 千万円6666666666千万円千万円千万円千万円

町税

分担金等

国庫支出金

依存財源
（71.5％）
依存財源
（71.5％）

県支出金
町債

地方交付税

5億8687万円（12.0％）

2億3076万円（4.7％）

4億1583万円（8.5％）

3億2846万円（6.7％）

6億7090万円（13.7％）

19億1700万円（39.1％）

議会運営に

行政運営に

社会福祉に　

ゴミ処理・検診に

農林水産業の振興に

商工観光の振興に

道路整備・除雪に

消防・水防に

学校・スポーツなどに

借金の返済に

その他

7494万円（1.5％）

8億9895万円（18.3％）

11億9024万円（24.3％）

2億8961万円（5.9％）

2億6835万円（5.5％）

5252万円（1.1％）

5億419万円（10.3％）

5億8049万円（11.8％）

4億2064万円（8.6％）

6億692万円（12.4％）

1815万円（0.3％）

歳出
49億円
500万円

歳入
49億円
500万円

繰入金
5億8113万円（11.8％）

自主財源
（28.5％）
自主財源
（28.5％）

（町の財政状況に応じ
 国から交付されるお金）

（町民のみなさんからいただく税金）

（町の貯金の取りくずし）

（国や銀行からの借金)

（県から交付されるお金）

（国から交付されるお金）

交付金等
1億7405万円（3.5％）
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　岡
﨑 

英
和 

委
員

雪
機
購
入
費
が
予
算

に
あ
る
が
、
過
去
の

入
札
結
果
か
ら
格
差
が
大
き

い
。
予
算
計
上
の
見
直
し
は
。

町
長  
通
常
見
積
価
格
で
計

上
し
て
い
る
が
、
実
態
を
み

て
今
後
検
討
し
た
い
。

学
校
の
雪
下
ろ
し
費

は
恒
常
的
に
予
備
費

で
対
応
し
て
い
る
が
、
当
初

予
算
化
の
考
え
は
。

町
長 

公
共
施
設
の
雪
下
ろ

し
は
危
機
管
理
の
判
断
で
行

っ
て
い
る
が
、
実
態
を
踏
ま

え
て
予
算
化
し
た
い
。

　小
玉

　

 

勇 

委
員

正
規
職
員
の
待
遇
改
善
の

た
め
、
例
規
集
整
備
と
は
。

町
長  

臨
時
職
員
の
募
集
に

苦
慮
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

待
遇
改
善
し
て
良
い
人
材
確

保
に
あ
た
り
た
い
。

　大
山 

二
郎 

委
員

町
の
流
雪
溝
が
ゲ
リ

ラ
豪
雨
で
あ
ふ
れ
る

時
が
あ
る
。
洪
水
対
策
は
。

町
長  

現
状
で
は
、
農
協
倉

庫
裏
の
排
水
溝
合
流
部
分
の

水
量
調
節
で
防
げ
て
い
る
が
、

今
後
詳
細
な
調
査
を
み
て
改

善
を
検
討
し
た
い
。

　関

　

 

幸
悦 

委
員

石
田
駅
の
ト
イ
レ
は
、

全
部
洋
式
に
改
修
す

べ
き
で
は
。

町
長  

海
外
か
ら
の
お
客
様

も
増
え
て
い
る
。
洋
式
ト
イ

レ
改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
る
。

　大
山 

二
郎 
委
員

子
化
が
一
層
進
む
中

で
の
学
校
統
合
は
白

紙
な
の
か
。

教
育
長  

南
小
と
北
小
が
複

式
と
な
る
が
、
小
さ
く
と
も

よ
い
教
育
は
可
能
だ
。
統
合

あ
り
き
で
は
な
い
。

　遠
藤 

宏
司 

委
員

校
施
設
の
老
朽
化
対

策
は
調
査
の
み
で
は

な
く
、
随
時
す
べ
き
。

教
育
長

　こ
の
事
業
は
計
画

策
定
の
み
で
、
調
査
を
受
け

て
の
施
設
管
理
を
決
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

権
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
る
が
、
人

権
被
害
や
い
じ
め
防
止
策
な

ど
実
り
あ
る
事
業
に
す
べ
き

で
は
。

町
長

　人
権
擁
護
委
員
と
も

相
談
し
、
講
師
を
招
き
啓
蒙

し
て
い
く
。

　齋
藤 

公
一 

委
員

住
定
住
人
材
確
保
推

進
事
業
委
託
料
で
、

東
京
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
あ

る
が
具
体
的
に
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　ア

ス
リ
ー
ト
に
よ
る
農
業
者
の

移
住
定
住
推
進
を
考
え
て
い

る
。
実
業
団
で
の
活
躍
の
後
、

就
職
が
な
く
困
っ
て
い
る
人

が
多
い
と
聞
く
。

　芳
賀

　

 

清 

委
員

域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
が
今
年
１
年
と

な
っ
た
が
。

町
長 

お
二
人
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
考
え
方
な
ど
も
聞
い

て
、
残
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
応
援
し
た
い
。

新
協
力
隊
員
と
の
連

携
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

今

年
１
年
業
務
引
継
ぎ
の
中
で
、

い
い
面
を
引
き
出
し
あ
い
な

が
ら
移
住
定
住
に
取
り
組
ん

で
も
ら
う
。

　星
川

　

 

久 

委
員

題
の
あ
る
空
き
家
が

増
え
て
い
る
。
現
状

と
今
後
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

良

好
な
空
き
家
は
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
活
用
し
て
い

る
。
危
険
空
き
家
は
、
審
議

会
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
取
り
壊
し
費
用
な
ど

国
の
補
助
制
度
な
ど
見
極
め

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　芳
賀

　

 

清 

委
員

施
設
の
機
能
最
適
化

の
診
断
を
す
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
か
。

産
業
振
興
課
長 

各
処
理
場

の
下
水
管
路
な
ど
含
め
て
、

現
況
を
把
握
す
る
た
め
の
機

能
診
断
で
す
。

　遠
藤 

宏
司 

委
員

金
残
高
は
１
億
８
５

０
０
万
円
に
な
る
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
１
万

円
程
度
引
き
下
げ
で
き
る
の

で
は
。

町
長  

国
保
の
安
定
運
営
の

た
め
、
基
金
は
２
億
円
必
要

だ
。
高
度
医
療
も
年
々
高
く

な
っ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う

時
の
国
保
と
認
識
し
て
ほ
し

い
。　岡

﨑 

英
和 

委
員

去
４
年
間
で
１
億
６

０
０
０
万
円
取
り
崩

し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
あ

と
５
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
積

み
立
て
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長  

安
定
運
営
の
観
点
か

ら
も
、
常
時
基
金
を
積
み
立

て
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計
予
算

【
全
員
賛
成
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
全
員
賛
成
】

除中

栄

学人

移

大小

非地

問

各

基過

現

村形　昌一 委員長

　予算特別委員会において新年度

予算の審査を行い、一般会計及び

各特別会計とも原案のとおり可決

すべきものであると村岡議長に対

して報告しました。　

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

【
全
員
賛
成
】

最後　の予算審議！予
算
特
別
委
員
会
総
括
審
査

予
算
特
別
委
員
会
総
括
審
査

東京で大石田町を強くアピール !!

老朽化が目立ってきた集落排水施設（豊田地区）

平成
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補
正
予
算
審
議

補
正
予
算
審
議

道
路
用
地

　関

　

 

幸
悦 

議
員

路
の
改
修
は
、
用
地

を
買
収
し
て
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　生
活
に
か
か
わ
る
道

路
用
地
は
無
償
提
供
が
慣
例
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
く
。

消
防
の
ホ
ー
ス
の
漏
水

　遠
藤 

宏
司 

議
員

初
式
で
一
斉
放
水
し

た
が
、
ホ
ー
ス
の
漏

水
が
ひ
ど
す
ぎ
る
。
改
善
す

べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　日
頃
の
点
検
を
き
ち

ん
と
す
る
よ
う
指
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　小
玉

　

 

勇 

議
員

国
で
使
え
な
け
れ
ば

お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

保
健
福
祉
課
長

　消
費
税
が

上
が
る
こ
と
で
低
所
得
者
に

支
障
が
出
る
観
点
と
、
地
方

の
消
費
が
落
ち
込
む
こ
と
を

改
善
す
る
た
め
の
措
置
だ
。

目
的
か
ら
使
え
る
の
は
町
内

と
い
う
決
ま
り
だ
。

虹
の
プ
ラ
ザ

　岡
﨑 

英
和 

議
員

の
プ
ラ
ザ
の
１
階
と

２
階
の
フ
ロ
ア
に
テ

ー
ブ
ル
と
椅
子
５
セ
ッ
ト
が

置
い
て
あ
る
。
町
民
が
自
由

に
学
習
し
て
い
る
、
貴
重
な

ス
ペ
ー
ス
。
も
っ
と
セ
ッ
ト

を
増
や
す
べ
き
で
は
。

町
長

　考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

就
学
支
援
金

　遠
藤 

宏
司 

議
員

・
準
要
保
護
生
徒
就

学
支
援
金
は
、
入
学

前
に
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　な
る
べ
く
早
く
渡
せ

る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

作
付
面
積

　小
玉

　

 

勇 

議
員

地
の
集
積
を
進
め
特

栽
米
の
奨
励
を
し
な

が
ら
、
減
っ
た
の
は
、
政
策

自
体
が
お
か
し
い
こ
と
で
は

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　そ
の
年
の

天
候
や
秋
耕
、
ク
ロ
の
除
草

の
影
響
も
あ
る
。

　特
栽
米
に
は
新
規
３
０
０

０
円
、
継
続
１
５
０
０
円
の

助
成
が
あ
り
、
町
や
農
協
も

特
栽
米
の
栽
培
の
拡
大
を
奨

励
し
て
い
る
。

た
ば
こ
税

　村
形 

昌
一 

議
員

ば
こ
税
が
他
市
に
流

れ
て
い
る
が
。

町
長

　広
報
に
掲
載
す
る
な

ど
、
町
の
商
店
か
ら
た
ば
こ
を

買
う
よ
う
に
啓
蒙
し
て
い
く
。

地
域
振
興
公
社

　遠
藤 

宏
司 
議
員

っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
か

ら
の
繰
入
金
が
、
何

年
も
入
ら
な
い
の
に
予
算
化

す
る
の
は
予
算
書
自
体
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長

　が
ん
ば
っ
て
町
に

資
本
費
相
当
分
を
納
め
ら
れ

る
経
営
を
し
た
い
と
い
う
願

望
も
含
め
て
、
毎
年
計
上
し

て
い
た
が
、
来
年
度
は
計
上

し
て
い
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　村
形 

昌
一 

議
員

ク
ー
ル
バ
ス
運
行

業
務
委
託
は
、
新

し
い
体
制
に
な
っ
た
が
、
新

年
度
も
そ
の
体
制
で
行
く
の

か
。

教
育
長

　事
故
を
起
こ
し
た

業
者
以
外
の
３
社
に
お
願
い

し
、
運
行
し
て
い
き
た
い
。

保
護
者
会
の
説
明
で
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
中
と
外
を
つ
な

ぐ
無
線
機
と
か
ス
マ
ホ
と
か

情
報
連
絡
手
段
を
要
望
さ
れ

た
が
、
現
在
の
考
え
は
。

教
育
長

　現
在
の
と
こ
ろ
考

え
は
な
い
。

一
般
会
計

【
全
員
賛
成
】

たあ

全

道

虹

ス

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
【
全
員
賛
成
】

　遠
藤 

宏
司 

議
員

巣
地
区
の
流
雪
溝
工

事
が
支
障
物
の
除
去

で
遅
れ
て
い
る
。
期
限
内
で

終
わ
る
の
か
。

町
長

　期
限
内
で
終
わ
る
よ

う
県
と
話
し
合
い
を
し
て
い

き
た
い
。

特
別
職
の
給
与
条
例
改
正

【
全
員
賛
成
】

　大
山 
二
郎 

議
員

活
動
指
導
員
は
、
コ

ー
チ
と
の
兼
任
な
の

か
。
ま
た
任
命
は
教
育
長
権

限
で
や
る
の
か
。

教
育
長

　コ
ー
チ
ン
グ
で
は

な
く
、
管
理
や
指
導
の
補
佐

を
し
て
い
た
だ
く
。
人
選
は

教
育
委
員
会
で
委
嘱
す
る
。

出

要農

鷹

部

　　　に向けて残　された課題を解決せよ！

「足りないよ～！もっと増やしてぇ～」（虹のプラザ）

いざという時、水漏れは大丈夫？
たばこ税は 770 万円の

大幅減

首都圏でも大人気！大石田米

定例会第
１
回3/5～ 3/15
補補 正正 予予 算算 ・・ 条条 例例 等等

ここ破れてます

　　　に向けて残　された課題を解決せよ！　　　に向けて残　された課題を解決せよ！令和
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一 般 質 問 -町の考えを問う-

町 の 考 え を 問 う
７人の議員が一般質問
小玉　 　勇 議員

◆子どもの貧困を町ではどのように考えているか
◆町道とされていない生活道路や小路も町で
除雪すべき

11ページ

　議員が町の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質すことをいいます。議員１
人あたりの持ち時間は１時間です。今定例会で
は７議員が一般質問を行いました。

村形 　昌一  議員

◆町内商工業の振興を図れ
◆地元企業への受注機会確保と優先発注を
◆起業する者を育成し、町へ活力を

12ページ

大山　二郎  議員

◆幼児教育無償化の対応は
◆インフルエンザ予防注射について
◆消防分署建設における周辺道路整備について

17ページ

遠藤　宏司 議員

◆町民の命を大切にする町政を
◆国民健康保険税の負担軽減について

13ページ

関　 幸悦 議員

◆流雪溝整備について
◆福祉バスの見直しについて

14ページ

星川　 久 議員

◆地震災害時の対策は
15ページ

齋藤　公一 議員

◆最上川の舟運文化を町内外に発信すべきだ
16ページ

一般質問とは…

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
貧
困
も
原
因
の

一
つ
と
思
う
が
町
で
は
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
長

　昨
年
、
県
が
実
施
し

た
「
生
活
実
態
調
査
」
で
の

判
断
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困

率
は
16
％
で
全
国
平
均
よ
り

も
２
％
ほ
ど
高
い
数
字
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
町
は
、

所
得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
の

維
持
や
教
育
に
支
障
が
あ
る

世
帯
に
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
く
。

教
育
長  

20
年
後
、
30
年
後
、

成
人
な
っ
た
時
に
貧
困
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
を
つ
け
て
あ
げ
る
こ

と
が
教
育
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
勉
強
・
学
習
が

必
要
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂

「
子
ど
も
食
堂(

※)

」
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
の
話
を

聞
い
て
い
る
が
、
町
の
支
援

は
あ
る
の
か
。

町
長

　「
子
ど
も
食
堂
」
と

は
、
一
つ
の
子
供
の
居
場
所

づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
県
で
は
運
営
団
体
に
対

し
助
成
す
る
制
度
も
始
ま
っ

て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長

　「
子
ど
も

食
堂
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
所
得
の
多
い
少

な
い
に
関
係
な
く
約
半
数
の

家
庭
で
参
加
さ
せ
た
い
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
様
々
な
人
達
と

の
交
流
を
通
じ
人
間
的
に
も

成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
お
り
、
ま
た
そ
の
中
で
、

宿
題
を
す
る
な
ど
の
学
習
支

援
に
も
つ
な
が
り
、
大
学
生

た
ち
に
よ
る
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
に
つ
な
が
れ
ば
と

期
待
し
て
い
る
。

※
「
子
ど
も
食
堂
」

　一
人
で
食
事
し
た
り
、

家
庭
の
事
情
で
食
べ
ら
れ

な
か
っ
た
り
す
る
子
ど
も

に
、
地
域
の
大
人
が
無
料

ま
た
は
低
額
で
食
事
を
提

供
す
る
取
り
組
み
。

　貧
困
家
庭
の
子
ど
も
へ

の
支
援
に
限
ら
ず
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
多

い
。

子
ど
も
の
貧
困

町　長

子どもの居場所作りと考える

小玉  　勇  議員

子ども食堂とはなんだ

子ども食堂設立への一歩

みんなで食べる食事は、こころも安らぐ
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か
ら
教
育
長
へ
、
課
長
同
士

の
個
別
の
連
絡
体
制
を
つ
く

っ
て
い
る
。
救
護
・
救
命
に

つ
い
て
は
警
察
や
消
防
に
ゆ

だ
ね
る
部
分
も
あ
る
が
、
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

い
く
。

で
、
事
故
発
生
時
に
お
け
る

町
（
教
育
委
員
会
）
と
運
行

業
者
の
役
割
分
担
や
責
任
の

所
在
を
明
確
に
し
、
迅
速
で

適
切
な
初
期
対
応
を
図
る
た

め
、
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
交
通

事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

策
定
し
、
施
行
し
て
い
る
。

災
害
や
事
件
・
事
故
が
起
き

た
時
、
町
三
役
は
瞬
時
に
情

報
を
共
有
し
、
的
確
な
対
処

方
針
を
出
す
体
制
を
検
討
し

た
か
。

町
長  

瞬
時
に
情
報
共
有
と

の
こ
と
だ
が
、
危
機
管
理
所

管
の
総
務
課
長
か
ら
町
長
・

副
町
長
へ
、
教
育
文
化
課
長

国
保
基
金
が
１
億
８
千
万
円

に
な
る
。
２
千
万
円
か
ら
４

千
万
円
で
、
大
幅
な
引
き
下

げ
が
可
能
だ
が
。

町
長

　２
億
円
を
超
え
、
安

定
的
な
運
営
が
可
能
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
見
直
し
も

あ
り
得
る
と
考
え
る
。

町
民
の
命
を
大
切
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故
の
教
訓

を
活
か
し
再
発
防
止
対
策
を

検
討
し
た
か
。

町
長

　初
期
対
応
に
改
善
、

解
決
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
の

町
民
負
担
を
軽
く

国
保
税
の
過
重
な
負
担
は
全

国
で
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
一
人
当
た
り
１
万
円
の

引
き
下
げ
を
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

　国
保
税
を
一
人
当
た

り
と
い
う
単
位
で
減
額
す
る

こ
と
は
、
応
能
・
応
益
の
原

則
か
ら
困
難
だ
。

国
保
税
の
均
等
割
り
を
廃
止

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　法
令
上
で
き
な
い
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

起
業
者
支
援

店
舗
数
が
減
る
中
、
こ
の
ま

ま
で
は
地
区
で
ジ
ュ
ー
ス
す
ら

買
え
な
く
な
る
。
支
援
策
を

講
じ
町
内
外
か
ら
起
業
を
募

る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　起
業
者
支
援
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

支
援
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

町
長

　国
や
県
の
助
成
金
等

も
含
め
支
援
策
は
き
め
細
や

か
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で

商
工
会
と
一
体
と
な
り
情
報

提
供
や
指
導
に
当
た
り
た
い
。

能
力
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
を

踏
ま
え
「
指
名
業
者
選
定
審

査
会
」
を
経
て
選
定
す
る
。

落
札
額
は
全
体
の
３
分
の
１

と
い
う
が
指
名
の
状
況
は
。

町
長

　今
年
度
全
入
札
案
件

の
内
71
％
に
つ
い
て
町
内
業

者
が
指
名
さ
れ
て
い
る
。

町
へ
の
貢
献
は
考
慮
さ
れ
て

い
る
か
。

建
設
課
長

　10
年
ほ
ど
前
か

ら
制
度
を
改
革
し
総
合
評
価

し
点
数
化
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
（
特
定
企
業
共
同
体
）

で
町
内
業
者
を
育
成
す
べ
き
。

町
長

　こ
う
い
っ
た
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
企
業
体
で
な

い
と
疑
問
が
残
る
。

町
長

　予
算
の
要
求
は
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
し
か
な
い
。

金
融
機
関
と
の
連
携
は
。

町
長

　低
金
利
な
の
で
金
融

機
関
は
貸
し
出
し
に
積
極
的
だ
。

観
光
で
斎
藤
茂
吉
の
逆
白
波

を
見
ら
れ
る
つ
り
橋
を
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
の
声
が
あ
る
。

町
長

　難
し
い
と
思
う
。

町
内
で
金
を
ま
わ
せ

地
元
企
業
へ
の
受
注
機
会
確

保
と
優
先
発
注
は
ど
う
か
。

町
長

　発
注
行
為
は
、
町
内

事
業
者
を
第
一
と
考
え
て
い
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
指
名
や
落
札

に
な
ら
な
い
が
な
ぜ
か
。

町
長

　対
象
事
業
の
内
容
や

資
格
の
有
無
、
工
期
へ
の
対
応

現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

町
長

　商
業
は
購
買
力
の
流

出
と
後
継
者
確
保
が
困
難
な

状
況
が
続
き
、
工
業
は
人
手

不
足
が
顕
著
化
し
て
い
る
。

振
興
策
を
ど
う
図
る
か
。

町
長

　商
工
会
と
連
携
し
、

必
要
に
よ
り
各
種
融
資
制
度

の
周
知
と
活
用
を
促
す
。

商
工
会
長
経
験
者
の
町
長
と

し
て
期
待
も
大
き
い
が
負
託

に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長

　他
の
自
治
体
と
比
べ

れ
ば
、
そ
ば
も
だ
ん
ご
も
あ

り
、
交
流
人
口
で
活
気
が
あ

る
と
思
う
。

商
工
費
の
予
算
規
模
は
県
内

ワ
ー
ス
ト
２
位
だ
が
。

いつも大盛況（最上川千本だんご）

商
工
業
の
振
興
を

地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
だ

町

　長

村
形  

昌
一  

議
員

町
の
活
力
は
商
工
業
か
ら

町　長

応能・応益の原則 ( ※ ) から困難

遠藤  宏司  議員

高い国保税の負担軽減を

※　

応
能
原
則
と
は
、
納
税
義

務
者
の
経
済
的
能
力
に
相
応
し

た
課
税
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る
も
の
。

　

応
益
原
則
と
は
、
国
や
地
方

自
治
体
の
提
供
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
の
大
き
さ
に
応
じ

て
税
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
。

健康第一！日頃の体力づくりは大事

商店街に活気を取り戻せ！

安全運転でお願いします。
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町
民
へ
の
啓
蒙
は
。

町
長

　非
常
時
の
避
難
場
所

な
ど
、
細
か
く
記
し
た
防
災

マ
ッ
プ
な
ど
を
全
戸
に
配
布

し
、
自
助
の
意
識
づ
け
を
し

て
き
た
。

災
害
時
の
対
策
は
。

町
長

　直
ち
に
災
害
対
策
本

部
を
組
織
し
、
情
報
の
収
集

や
自
主
防
災
組
織
等
、
消
防

団
を
中
心
と
し
て
、
高
齢
者

や
子
供
達
の
避
難
誘
導
や
ケ

ガ
人
の
状
況
等
の
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
く
。

各
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

教
育
長  

防
災
計
画
を
定
め
、

年
２
回
避
難
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
特
に
大
石
田
小
学
校

で
は
、
水
害
を
想
定
し
た
水

防
訓
練
等
も
一
定
の
頻
度
で

行
っ
て
い
る
。

学
校
の
防
災

小
中
学
校
の
防
災
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長  

町
内
小
中
学
校
は

す
べ
て
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
。

警
察
の
講
習
、
試
験
に
合
格

し
た
災
害
時
の
安
全
管
理
者

を
各
校
に
１
名
ず
つ
配
置
し

て
い
る
。

住
民
の
避
難
誘
導
の
初
動
体

制
は
、
警
察
が
積
極
的
に
行

う
と
の
申
し
入
れ
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
災
害
時
に
は
、

虹
の
プ
ラ
ザ
も
避
難
場
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

し
て
い
る
。
一
般
住
宅
の
耐

震
化
対
策
は
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
補
助
金
の
対

象
と
し
て
奨
励
し
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
と
の
支
援
協
定

は
。

町
長  

国
道
３
４
７
号
線
沿

い
の
加
美
町
、
大
崎
市
、
涌

谷
町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

車がすれ違えない狭い道路（里地区）

地
区
の
流
雪
溝
に
供
給
し
て

お
り
供
給
可
能
水
量
は
現
状

で
限
界
で
あ
り
里
地
区
に
は

供
給
で
き
な
い
た
め
調
査
・

検
討
が
必
要
。

道
路
整
備

冬
期
間
里
地
区
は
、
道
路
が

狭
く
緊
急
車
両
の
通
行
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
道
路

整
備
を
優
先
す
る
考
え
は
。

町
長

　現
場
を
見
な
が
ら
道

路
整
備
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。

副
町
長

　こ
れ
ま
で
計
画
は

何
度
も
あ
っ
た
が
用
地
協
力

が
得
ら
れ
ず
断
念
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

全
町
の
流
雪
溝
整
備
を
計
画

し
て
い
る
が
、
小
菅
・
今

宿
・
駒
籠
地
区
の
流
雪
溝
整

備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

町
長

　各
地
区
ご
と
に
、
最

上
川
か
ら
の
取
水
必
要
水
量

と
そ
の
根
拠
、
取
水
方
法
、

排
水
す
る
ま
で
の
ル
ー
ト
等

を
新
庄
河
川
事
務
所
と
協
議

を
し
て
い
る
。

里
地
区
の
流
雪
溝
整
備
は
、

富
並
川
伊
蔵
堰
土
地
改
良
区

が
管
理
す
る
田
沢
大
堤
や
小

山
ケ
沢
の
溜
池
を
活
用
す
る

計
画
は
な
い
の
か
。

町
長

　土
地
改
良
区
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
横
山
、
田
沢

町
長

　狭
い
道
路
で
の
運
行

や
、
停
留
所
の
位
置
設
定
に

つ
い
て
は
限
界
が
あ
る
。
各

区
長
か
ら
の
要
望
を
受
け
可

能
な
限
り
応
え
て
い
き
た
い
。

予
約
型
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　財
政
事
情
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
同
様
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
対
応
で
お
願
い
し
た
い
。

冬
期
間
の
福
祉
バ
ス
見
直
し

福
祉
バ
ス
は
高
齢
者
の
足
と

な
り
、
通
院
・
買
い
物
・
あ

っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
等
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
冬
期

間
の
運
用
見
直
し
の
考
え
は

な
い
か
。

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る

町

　長

関  

幸
悦  

議
員

流
雪
溝
の
全
町
整
備
早
急
に
進
め
よ

流
雪
溝
整
備

町
の
防
災

冬は停留所まで来るのも大変

町　長

防災計画に則り対応している

星川  久  議員

地震災害時の対策は

大石田にも活断層。油断はできない…。( 県 HP より )

万一に備え、日ごろの訓練が大事！
（豊田地区）
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新
分
署
周
辺
道
路

冬
期
間
、
緊
急
車
両
が
通
る

に
は
道
路
事
情
が
悪
く
整
備

が
必
要
で
は
。

町
長

　通
学
路
整
備
が
優
先

で
、
街
路
整
備
事
業
の
補
助

が
な
く
難
し
い
。

昭
平
橋
ま
で
の
通
り
も
、
冬

期
間
の
道
路
事
情
が
悪
い
。

通
学
路
で
も
あ
り
改
修
が
必

要
だ
。

町
長

　拡
幅
を
伴
う
道
路
整

備
は
多
額
の
事
業
費
を
要
す

る
の
で
難
し
い
。
散
水
消
雪

点
検
業
務
の
結
果
を
踏
ま
え

今
後
の
対
策
等
を
検
討
す
る
。

体
の
動
向
も
踏
ま
え
た
う
え

で
判
断
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

予
防
接
種
の
助
成
内
容
は
。

町
長  

対
象
を
６
ヶ
月
児
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

生
徒
で
、
１
回
に
つ
き
２
千

円
を
助
成
。
小
学
生
以
下
の

児
童
に
つ
い
て
は
２
回
分
を

予
算
措
置
し
て
い
る
。

ど
う
す
れ
ば
助
成
を
受
け
ら

れ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長  

予
防
接
種

を
受
け
た
医
療
機
関
で
、
２

千
円
を
引
い
た
差
額
の
料
金

を
支
払
っ
て
頂
く
こ
と
に
な

る
。

な
る
た
め
、
特
別
な
財
政
措

置
は
必
要
が
な
い
。

国
は
、
給
食
費
は
別
と
し
て

い
る
。
給
食
は
保
育
の
一
環

で
あ
り
、
町
と
し
て
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
も
無
償
に

す
べ
き
。

町
長

　保
育
が
無
償
化
と
引

き
換
え
に
、
新
た
に
食
材
費

を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
保
育

料
無
償
化
の
本
質
に
逆
行
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
る
。
私
と
し

て
は
、
財
政
と
も
相
談
し
、

給
食
費
も
無
償
に
し
て
い
け

る
よ
う
考
え
る
が
、
他
自
治

10
月
か
ら
保
育
料
が
３
歳
児

か
ら
５
歳
児
ま
で
無
償
に
な

る
。
来
年
３
月
ま
で
は
国
が

負
担
す
る
が
、
４
月
か
ら
町

の
対
応
は
。

町
長

　無
償
化
に
伴
い
、
国

は
今
年
10
月
か
ら
半
年
分
は

全
額
負
担
す
る
と
し
て
い
る

が
、
来
年
４
月
か
ら
は
財
源

の
確
保
が
問
題
に
な
る
。
た

だ
し
、
国
の
算
定
の
仕
組
み

が
変
更
に
な
り
、
国
県
の
補

助
金
が
保
育
料
と
し
て
保
護

者
が
納
付
す
る
金
額
以
上
に

役場内にもツーリスト

町
長

　夢
物
語
に
な
ら
な
い

よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
観

光
面
を
考
え
て
い
く
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
れ
な

い
か
。

町
長

　再
整
備
の
観
点
か
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
も
視
野
に

入
れ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

あ
る
た
め
非
常
に
難
し
い
。

大
石
田
は
舟
運
文
化
で
名
を

は
せ
て
い
る
。
そ
れ
を
活
か

せ
る
町
の
努
力
が
必
要
で
は
。

町
長

　新
た
な
場
所
で
な
く
、

過
去
に
整
備
し
た
場
所
の
再

整
備
は
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

長
井
市
の
よ
う
に
商
工
会
、

観
光
協
会
、
市
民
団
体
等
か

ら
な
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

舟
運
文
化
の
発
信
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ー
ス
延
長
に
は
国
交
省
と

の
協
議
等
々
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
現
時
点
で
は
答
え
ら

れ
な
い
。

大
石
田
町
に
は
、
町
内
外
に

誇
れ
る
広
い
公
園
が
な
い
。

特
殊
堤
や
遊
歩
道
を
公
園
と

し
て
活
か
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　下
河
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
洪
水
時
の
事
を
考
え
る

と
難
し
い
。

新
幹
線
の
停
車
す
る
駅
か
ら
、

最
上
川
ま
で
一
番
近
い
の
が

大
石
田
町
。
寺
院
や
温
泉
施

設
も
川
に
近
い
。
支
援
制
度

の
利
活
用
を
検
討
で
き
な
い

か
。

町
長

　遊
覧
船
事
業
も
10
年

ほ
ど
前
に
撤
退
し
た
経
緯
が

長
井
市
で
は
国
の
事
業
で
あ

る
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
」
に
取
り
組
み
歴
史
文

化
景
観
を
内
外
に
発
信
し
誘

客
に
努
力
し
て
い
る
。

町
長

　当
町
は
、
平
成
11
年

か
ら
平
成
15
年
ま
で
「
か
わ

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て

修
景
護
岸
や
遊
歩
道
整
備
等

を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

活
か
す
こ
と
が
優
先
だ
と
考

え
て
い
る
。

当
町
出
身
者
が
碁
点
で
舟
下

り
事
業
を
始
め
る
と
聞
い
た

が
、
コ
ー
ス
を
大
石
田
ま
で

伸
ば
し
て
も
ら
う
な
ど
で
き

な
い
か
。

町
長

　初
め
て
聞
い
た
が
、

既
存
公
園
施
設
の
有
効
活
用
が
優
先

町

　長

齋
藤  

公
一  

議
員

舟
運
文
化
を
も
っ
と
発
信
す
べ
き

親
水
施
設
整
備

最上川の舟運文化を活かせる施設を

子
育
て
支
援

町　長

無償にしていけるよう考える

大山  二郎  議員

保育料と合わせ給食費も無償に

子どもたちの笑顔は町の宝物

かかるよりも予防接種の方が経費は安い

おおいしだ　議会だより　No.160 1617 おおいしだ　議会だより　No.160



新教育長の新教育長の新教育長の意気込みを伺う!意気込みを伺う!
小学校統合など課題が多い中、本多教育長が就任！

　
私
は
大
石
田
町
が
大
好
き
で

す
。
そ
し
て
大
石
田
町
の
子
ど
も

た
ち
が
大
好
き
で
す
。
町
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
大
石

田
町
を
愛
し
、
大
石
田
町
で
育
つ

こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
教
育
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
制
限

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て

は
い
ま
す
が
、
発
想
の
転
換
や
新

た
な
工
夫
を
加
え
、
一
人
一
人
の

持
つ
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出

し
、
良
さ
を
伸
ば
し
、
心
に
灯
を

つ
け
る
教
育
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
地
域
と
学
校

双
方
向
の
発
信
を
も
と
に
し
て
、

活
力
あ
る
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
大
石

田
町
に
な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
９
回
目
と
な
る
「
議
会
報
告
会
・
地
域
住
民
と
の

意
見
交
換
会
」
を
４
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
町
内
３

カ
所
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
活
動
状
況
や
新
年
度
予
算
の
内
容
を
村
岡

議
長
が
報
告
。
そ
の
後
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
議
会
だ
よ
り
号
外
に
て
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

教
育
長
に
就
任
し
て

　本
多
諭(

さ
と
し)

さ
ん
（
庚

申
町
）
を
大
石
田
町
教
育
長
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
全
員
が

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

○請 願 者
○紹介議員
○請願要旨

里区長　阿　部　弘　悦

村　形　昌　一

現在、里地区には全地区網羅した流雪溝がなく、冬期間は生活道

路の確保や緊急車両の通行に支障をきたしている。地区民が安心

して生活できるよう流雪溝設置を早期にすすめてください。

里地区流雪溝設置に関する請願里地区流雪溝設置に関する請願里地区流雪溝設置に関する請願里地区流雪溝設置に関する請願里地区流雪溝設置に関する請願
採択
全員賛成で

全員賛成で

○請 願 者

○紹介議員
○請願要旨

ライドシェア(※)の導入に反対し、安全・安心な
タクシーを国に求める意見書提出を求める請願
ライドシェア(※)の導入に反対し、安全・安心な
タクシーを国に求める意見書提出を求める請願タクシーを国に求める意見書提出を求める請願
ライドシェア(※)の導入に反対し、安全・安心な
タクシーを国に求める意見書提出を求める請願
ライドシェア(※)の導入に反対し、安全・安心な
タクシーを国に求める意見書提出を求める請願 採択

全員賛成で

全員賛成で

※ライドシェア 自動車を相乗りすること。他者とガソリン代等を負担し合うことで交通費を節約できる。日本の法律では、
自家用車が有料で客を乗せることは禁止されている。

自
治
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰

自
治
功
労
表
彰

　
長
年
に
わ
た
る
地
方
自

治
振
興
へ
の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
大
山
二
郎
議
員
、

関 

幸
悦
議
員
、
小
玉 
勇

議
員
の
３
名
が
全
国
町
村

議
会
議
長
会
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

◇第１回 臨時会　１月21日
・平成30年度大石田町
　　　　一般会計補正予算（第７回）
　○除排雪費の補正増　5000万円

◇第２回 臨時会　３月20日
・平成30年度大石田町
　　　　一般会計補正予算（第９回）
・大石田町福祉会館等解体工事
　　　　請負契約の一部変更について
・大石田町教育長の任命について

一般社団法人山形県ハイヤー協会　会長　石　川　康　夫
全国自動車交通労働組合連合会 山形地方本部　執行委員長　遠　藤　栄　二
関　　　幸　悦
ライドシェアは、利用者の安全・安心に極めて大きな懸念のある業態のため、
その容認は行わず地域において大きな役割を担っているタクシーはもとより、
バスや鉄道を含めた地域公共交通維持・発展に向けた総合的な諸施策を講ずる

よう意見書を提出してください。　⇒ 国に意見書を提出

議 会 報 告 会 地域住民との意見交換会地域住民との意見交換会地域住民との意見交換会

議会について報告する議長 4月10日（水）横山総合センター

4月12日（金）虹のプラザ 4月11日（木）白鷺公民館

大
石
田
地
区
（
虹
の
プ
ラ
ザ
）

　
・
国
保
税
の
減
額
は
可
能
か
。

　
・
小
学
校
統
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

　
・
県
、
町
の
公
営
ア
パ
ー
ト
の
老
朽
化
。

　
・
少
子
化
対
策
。

　
・
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
。

　
・
災
害
時
の
備
蓄
状
況
は
。

　
・
流
雪
溝
整
備
に
つ
い
て
。

　
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
の
修
繕
へ
の
補
助
は
。

　
・
駅
に
観
光
用
の
看
板
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　

横
山
地
区
（
横
山
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
・
流
雪
溝
の
全
地
区
整
備
。

　
・
ア
メ
シ
ロ
対
策
。

　
・
都
市
計
画
税
の
使
い
道
は
。

　
・
除
排
雪
経
費
の
削
減
を
し
な
い
で
。

　
・
排
雪
計
画
書
の
配
付
を
。

　
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

　
・
空
き
家
対
策
。

　
・
小
学
校
の
統
合
問
題
。

　
・
ふ
る
さ
と
納
税
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　

亀
井
田
地
区
（
白
鷺
公
民
館
）

　
・
排
雪
経
費
節
約
の
た
め
も
っ
と

　
　
空
き
地
を
利
用
し
た
ほ
う
が
い
い
。

　
・
危
険
空
き
家
対
策
。

　
・
西
畑
地
区
の
道
路
舗
装
。

　
・
福
祉
バ
ス
の
利
便
性
に
つ
い
て
。

　
・
舟
戸
大
橋
の
照
明
が
点
い
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　

主
な
質
問
内
容

とともに歩む                 を目指してとともに歩む                とともに歩む                を目指してとともに歩む                 を目指してとともに歩む                 を目指して住民とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                住民住民住民 議会
告 会

とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                を目指してを目指してを目指してを目指してを目指してを目指してを目指してを目指してを目指してを目指して議議とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                議とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                会会とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                会とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                議会議議会議とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                議とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                会とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                議とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                とともに歩む                議会議会
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携帯・スマホから
アクセス！

平成31年度予算可決
活力ある町づくりへ「町の考えを問う」一般質問７人
「新教育長就任」「議会報告会」
職人の町の「名匠」

２
４
10
18
20

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆第１回定例会
　（3月5日～15日）

◇第 1回臨時会
　（1月21日）

◇第 2回臨時会
　（3月20日）

発行　山形県大石田町議会

笑顔でスタート！（大石田南小学校入学式）

発
行
／
山
形
県
大
石
田
町
議
会
　  

発
行
責
任
者
／
議
長
　村
岡
　藤
弥 

　
　
　
　 編
集
／
広
報
常
任
委
員
会
・ 

〒
　
　大
石
田
町
緑
町
一
番
地

999－
4112

☎
０
２
３
７
　
　２
１
１
１

（
３５
）

◆
印
刷
　寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

き
っ
か
け

 

昭
和
20
年
、
終
戦
時
に
尋

常
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し

駅
前
の
桐
井
要
次
郎
さ
ん
に

食
糧
難
の
た
め
米
２
俵
持
参

で
無
理
や
り
弟
子
入
り
。
５

年
間
の
修
行
と
１
年
間
の
奉

公
を
経
て
一
人
前
に
。
25
歳

の
時
に
婿
養
子
に
入
り
建
築

業
を
始
め
た
。
親
子
三
代
を

目
指
し
て
今
は
息
子
が
継
い

で
い
る
。

初
仕
事

 

南
陽
市
宮
内
に
寝
泊
り
し

木
材
を
刻
み
東
京
へ
送
り
出

し
隅
田
川
近
く
の
東
駒
形
で

革
ジ
ャ
ン
製
造
し
て
い
る
人

の
家
を
建
て
た
。
見
渡
す
限

り
焼
け
野
原
で
遠
く
ま
で
見

え
た
の
を
思
い
出
す
。

北
海
道
の
思
い
出

 

弟
子
入
り
し
て
３
〜
４
年
後

師
匠
達
と
北
海
道
庁
の
仕
事

を
し
た
。
合
掌
造
り
の
建
物

を
任
さ
れ
た
が
札
幌
の
冬
は

と
て
も
厳
し
く
指
が
凍
傷
に

な
り
入
院
し
た
。
真
駒
内
で

は
進
駐
軍
の
宿
舎
を
建
設
。

日
高
の
開
拓
村
で
は
ア
イ
ヌ

の
人
達
に
酒
を
飲
ま
せ
て
仕

事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り

と
、
今
思
え
ば
苦
労
は
多

か
っ
た
が
非
常
に
懐
か
し
い
。

今
の
職
人
に
つ
い
て

 

今
は
、
弟
子
入
り
す
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
訓
練
校
等

で
習
う
こ
と
が
多
い
。
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
は
材
料
を
組

み
立
て
る
だ
け
に
な
り
、
き

ち
ん
と
大
工
の
仕
事
を
覚
え

な
く
て
も
出
来
て
し
ま
う
。

心
配
な
事
だ
。

町
へ
ひ
と
こ
と

 

新
庄
ま
つ
り
、
青
森
の
ね

ぶ
た
、
秋
田
県
の
紙
風
船
上

げ
な
ど
各
地
で
は
世
界
遺
産

と
な
る
よ
う
な
ま
つ
り
が
あ

る
。
大
石
田
は
少
し
盛
り
上

が
り
が
足
り
な
い
よ
う
だ
。

活
性
化
の
た
め
に
努
力
し
て

も
ら
い
た
い
。

手
が
け
た
自
慢
の
建
物

　
平
成
５
年
に
尾
花
沢
市
行

沢
地
区
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
平

成
26
年
に
川
前
地
区
の
八
坂

神
社
、
井
苅
良
治
さ
ん
宅
な

ど
。

　
永
楽
の
古
き
寺
領
を
戴
き
て

　
永
和
三
年(

一
三
七
七
年)

開
創
さ

れ
た
黒
龍
山
向
川
寺(

黒
滝
地
区)

に

つ
い
て
元
禄
二
年(

一
六
八
九
年)

に

大
石
田
を
訪
れ
た
松
尾
芭
蕉
が
詠
ん

だ
句
だ
。

　
　
さ
み
だ
れ
を 

あ
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
す
ゞ
し 

も
が
み
川

　
全
国
的
に
は
「
あ
つ
め
て
は
や

し
」
だ
が
、
大
石
田
で
は
「
す
ゞ

し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
町
の
誇
れ
る

歴
史
と
文
化
で
あ
る
。
町
民
と
し
て

は
「
す
ゞ
し
」
を
広
げ
る
べ
き
と
思

う
。
か
つ
て
三
百
を
超
え
る
舟
が
往

来
し
栄
え
た
町
も
、
今
で
は
人
口
減

少
が
進
み
、
町
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
残
す
も
の
と
改

革
す
る
も
の
、
多
様
な
も
の
が
あ
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
町
の
活
性

化
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
だ
。
前
途

は
多
難
だ
が
我
々
議
会
も
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記

　
遠
藤
）

編
集
後
記

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委 

員 

長

副
委
員
長

委    

員

委    

員

委    

員

村
形

　
昌
一

岡
﨑

　
英
和

小
玉

　

 

勇

遠
藤 

宏
司

芳
賀

　

 

清

　
大
石
田
町
立
大
石

田
南
小
学
校
の
入
学

式
で
す
。
晴
れ
や
か

な
日
差
し
の
中
、
１３

人
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
上
級
生
の

あ
た
た
か
い
拍
手
の

中
、
恥
ず
か
し
そ
う

に
入
場
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか議会を　　　しませんか傍聴傍聴傍聴
◆次回の定例会は

お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）お気軽においでください。 （議場は役場３階です）
6月3日（金）～6月7日（金）の予定です。6月3日（月）～6月7日（金）の予定です。

大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118
大石田町議会事務局
電話 35－2111（内線312） FAX35－2118お問い合わせ先

第４回目（ 大 工 ）

豊田地区 齋　藤　吉　雄さん

・昭和６年９月16日生まれ（87歳）
・家族構成　５人家族
　齋 藤 建 築　
　大石田町大字豊田614番地
　TEL  0237－35－3607
　平成12年度大石田町卓越技能者顕彰

自慢の作品「八坂神社」（川前）

さい　　　　　　　とう　　　　　　 きち　　　　　　　お

議
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
み
て
、
朴
訥
な
が
ら

も
厳
し
い
職
人
気
質
が

表
情
に
現
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
経

験
が
、
そ
の
し
わ
に
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
（
記

　
小
玉
）

ぼ
く 

と
つ

か
た    

ぎ

え
い
ら
く

じ

　

り
ょ
う

い
た
だ

新戦力！新年度に期待
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